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   「冬来たりなば 春遠からじ」 

                                 校長  山之内 和英 

 新しい１年が始まり，まもなくひと月がたとうとしています。

月日がたつのは早いものです。ここ有明は，連日，霜が降りて

いますが，有明小の子どもたちは，寒さに負けず，白い息を吐

きながら元気に登校しています。「おはようございます。」「あり

がとうございます。」互いにかわすあいさつで，大寒の寒さも吹

き飛んでいきます。 

先日の全校朝会では，梅を紹介しまし

た。寒い中でも，つぼみを膨らませ，春に

向かって美しい花を咲かせる梅に，寒さ

に負けず頑張っている子どもの姿を重ね

て紹介しました。「冬来たりなば春遠から

じ」「冬は必ず春となる」という言葉があ

ります。文字通り，寒い冬の後には必ず暖

かい春がやってくるという意味と，苦し

い状況を耐えぬけば，やがて幸福・繁栄の時期を迎えられると

いう意味があります。 

さて，３学期は，「まとめ」と「つなぎ」の学期です。「まと

め」とは，その学年の学習や生活のまとめです。子どもたちは，

その学年で学んだことを改めて振り返り，復習を重ねて確かな

学力を身につけてほしいです。更には，お友達や先生方との絆

を深め，卒業式や修了式に向かっていってほしいと願います。 

「つなぎ」とは，新しい学年で困らないための学力をしっか

り身につけたり，あとに続く学年の見本となるべく模範を示し

たりして，次の学年・学校に進級することです。特に６年生は，

有明小学校に登校するのもあと２ケ月。１８名のクラスメート

が一緒に過ごすのもあとわずかで

す。「有終の美を飾る」という言葉が

あります。有明小学校や後輩たちの

ために，あと２ケ月で何ができるか

を考え，共に行動し，晴れの卒業の日

を迎えてほしいと願います。   

 

  

１月８日（火），冬休みを楽しく過ごした子どもたちが元気

な顔で登校しました。始業式で，4 年生の西村八郎さんは「昨

年末の指のけがで友人に助けられので，今度は自分が助けられ

るようになりたい。」，２年生の黒 咲那さんは「縄跳びのは

やぶさ跳びができるようにする。勉強では発表をがんばる。」

とそれぞれ目標を発表しました。 

３学期は，１年間の「まとめの学期」であり，新年度に向け

た「準備の学期」です。各学級でも，一人一人が新年の抱負や

３学期の目標を立てました。短い期間ですが，それぞれの目標

達成に向けて励ましと称賛をお願いします。 

 

１月１６日（水），火災を想

定した避難訓練を実施しまし

た。災害はいつ起こるか分か

らないということから，今回

児童には，避難訓練のことを

知らせずに実施しました。 

たまたま校内放送施設が不

具合のため使えませんでした。そこで，職員が「火事だ。」と

叫んで回りました。体育館で授業を受けていた子どもたちも，

指示にしたがって速やかに避難することができました。 

この日，消防署は実際に火事が発生し，現場に出動したため

本校の訓練には参加できませんでした。児童と職員だけの訓練

になりましたが，一年前もこの近くで大火事とぼや騒ぎがあっ

たことを思い起こさせ，火災予防について指導しました。 

火災は，学校だけでなく，家庭や地域でも発生するのです。

もし，家で火災が起こったら，どのように避難するか，どう対

応するかなど，この機会に各家庭でも話題にしていただき，大

切な命を守るための行動についてそれぞれ真剣に考えてみたい

ものです。 

 

 

平成２２年度に有明小を卒業し，今年成人式を迎えた卒業生

の皆さんが，タイムカプセルを開封するために有明小に来校し

ました。この年度の担任は大田原先生ということで，思い出た

っぷりの再開になりました。 

 タイムカプセルから取り出された思い出の品を手に取り，小

学生時代の頃の懐かしい思い出に浸っていました。これから

も，本校の卒業生として活躍されることを期待しています。  

 

 

１月 24 日，学校保健委員会では

読み聞かせの講演がありました。

最近人気の書籍をもとに本校の教

頭が講話を行いました。今回の講

演で読み聞かせに関心をもつ保護

者が増えたのではないでしょうか。講演を聞けなかった皆さん

には骨子だけお知らせします。関心をお持ちでしたら，ぜひお

尋ねください。 

①有明小児童の読書量…低学年 100％，中高学年 40～70％ 

②読書には学力をあげる効果がある。 

・１日 10～30 分程度の読書で平均点以上の成績 

・小学生にとっての勉強・睡眠・読書時間のバランス 

 …勉強「30～1 時間」睡眠「8 時間以上」読書「1 時間以上」 

③家庭の教育力の中で最も影響力のあるのが読書 

④読み聞かせによる親子関係の変化とは 

 …機嫌の悪さ・気の散りやすさの改善/母親のストレス軽減 

 …子どもの語彙力・聞く力は２～3 倍以上の伸びがあった。 

⑤読み聞かせをしよう。 

～資料「本の読み方」で学力は決まる～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇曽於市健康づくり駅伝大会 

【小学生の部 第 3 位 45 分 13 秒】通山陸上チーム  

６年 野口 凱輝   ６年 宮原 優心    

２月行事予定 

６日（水）学校運営協議会委員合同研修会 

７日（木）入学説明会，新入生体験入学 

９日（土）家庭教育学級「フラワーアレンジメント」 

９日（土）４年生二分の一成人式 

１１日（月）建国記念の日 

１２日（火）クラブ活動（３年生見学）ＡＬＴ来校 

１４日（木）三校ＰＴＡ連絡会 

１５日（金）有明ブロックＰＴＡ会長会 

２０日（水）わくわく発表会（５・６校時） 学校運営協議会 

市Ｐ連会長等会・校長等会 

２４日（日）市生涯学習フェスティバル 

２６日（火）クラブ活動  ＰＴＡ理事会・役員会 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面には，２学期の学校評価と３年生の西江奏汰さんの作

文を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では，様々な場面で，地域や関係団体の方々から多くの

支援をいただき，充実した教育活動が展開できています。    

子どもたちも，地域の方の支援を受け意欲的に取り組んでい

ます。（写真は２学期の６年生家庭科での支援の様子） 

 

 

 

 先日は，厳しい寒さで校庭が真っ白く霜におおわれ，霜柱や

氷があちこちに見られる朝が続きました。それでも，子どもた

ちは校庭を駆けまわったり，氷や霜柱を触ったり元気いっぱい

でした。 

１年生はバケツに張った氷で「氷つり」を体験しました。(写

真)  

 

 

  

 

 

 

 

 

 年の瀬の１２月１６日（土），ミニ門松づくりと餅つき体

験を行いました。地域の方々の協力のもと，家に飾る見事な

ミニ門松が完成しました。また，みんなで交替で杵を持ち，

つきたての餅をおいしくいただきました。 

１月２０日（土）は，たこづくりを行いました。出来上が

った「ぐにゃぐにゃだこ」を小学校の校庭で飛ばしました。

思い思いの絵が描かれたたこが風に乗って高く飛びまし

た。 


